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参
加
し
た
の
で
、
し
ば
し
ば
利
害
対
立
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
っ

た
（
池
上
和
夫
（
一
九
七
三
））。
東
京
市
と
い
う
大
都
市
を
擁

す
る
東
京
農
銀
と
多
摩
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

東
京
農
銀
に
関
し
て
は
、
東
京
農
銀
の
二
〇
年
史
お
よ
び
東

京
農
銀
に
長
年
勤
務
し
後
に
勧
銀
合
併
ま
で
取
締
役
兼
支
配
人

を
つ
と
め
た
杉
本
正
幸
の
著
作
で
初
期
の
経
営
の
概
要
は
示
さ

れ
て
い
る
（
東
京
府
農
工
銀
行
（
一
九
一
八
）・
杉
本
正
幸
（
一 

九
二
七
））。
ま
た
、
先
行
研
究
と
し
て
は
、
旧
勧
銀
所
蔵
資
料

を
用
い
て
都
市
農
工
銀
行
の
実
証
研
究
を
行
っ
た
植
田
欣
次

（
二
〇
一
一
）
の
中
で
、
戦
間
期
の
東
京
農
銀
の
融
資
実
態
に

つ
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
東
京
府
農
工
銀
行
の

設
立
関
係
資
料
お
よ
び
営
業
報
告
書
（
企
業
史
料
統
合
デ
ー
タ

29

多摩の
金融史

は
じ
め
に

　

東
京
府
農
工
銀
行
は
、「
農
工
銀
行
法
」
に
基
づ
い
て
一
八 

九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
設
立
さ
れ
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）

年
に
日
本
勧
業
銀
行
に
合
併
さ
れ
同
行
東
京
支
店
と
な
り
消
滅

し
た
特
殊
銀
行
で
あ
る
（
以
下
で
は
、
東
京
府
農
工
銀
行
→
東

京
農
銀
、
日
本
勧
業
銀
行
→
勧
銀
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）。

「
多
摩
の
金
融
史
」
第
二
〇
回
で
、西
川
敬
治
・
田
村
半
十
郎
・

小
澤
太
平
ら
の
多
摩
の
有
力
資
産
家
た
ち
が
東
京
農
銀
の
大
株

主
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
多

摩
の
資
産
家
が
、
東
京
農
銀
に
多
額
の
出
資
を
行
っ
て
い
た
こ

と
を
意
味
す
る
（
早
川
大
介
（
二
〇
二
二
））。
農
工
銀
行
は
、

一
府
県
を
営
業
エ
リ
ア
と
し
、
府
県
内
の
地
域
や
産
業
、
政
党

な
ど
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
異
に
す
る
人
が
出
資
し
、
経
営
に

早
川
　
大
介

明
治
期
の
東
京
府
農
工
銀
行
と
多
摩
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構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
松
方
の
構
想
は
、
日
本
の
銀
行
制
度

を
、
①
短
期
の
商
業
金
融
を
行
う
普
通
銀
行
－
中
央
銀
行
、
②

長
期
資
金
の
供
給
を
行
う
勧
業
＝
興
業
銀
行
、
③
貯
蓄
銀
行
の

三
つ
の
系
統
で
整
備
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
②
が
後

の
特
殊
銀
行
群
に
相
当
す
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
に
、
す
で

に
設
立
さ
れ
て
い
た
横
浜
正
金
銀
行
に
加
え
、
日
本
勧
業
銀
行
・

農
工
銀
行
・
北
海
道
拓
殖
銀
行
・
日
本
興
業
銀
行
の
一
連
の
長

期
金
融
機
関
、
そ
し
て
台
湾
銀
行
・
朝
鮮
銀
行
の
植
民
地
銀
行

が
順
次
設
立
さ
れ
実
現
を
み
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
農
工
銀
行
は
、
一
八
九
六
年
に
制
定
さ

れ
た
「
農
工
銀
行
法
」
に
基
づ
い
て
北
海
道
を
除
く
四
六
府
県

に
一
行
ず
つ
設
立
さ
れ
た
（
北
海
道
に
は
別
途
、
北
海
道
拓
殖

銀
行
が
設
立
）。
一
府
県
を
営
業
区
域
と
し
、
債
券
（
農
工
債

券
）
発
行
に
よ
り
資
金
を
調
達
し
、
農
工
業
の
発
達
（「
農
業

工
業
ノ
改
良
発
達
ノ
為
資
本
ヲ
貸
付
ス
ル
」「
農
工
銀
行
法
」

第
一
条
）
の
た
め
の
長
期
貸
付
を
行
う
こ
と
が
当
初
の
目
的
で

あ
っ
た
。
日
本
勧
業
銀
行
の
代
理
貸
付
を
行
う
な
ど
、
農
銀
と

勧
銀
は
「
唇し
ん

歯し

輔ほ

車し
や

」
の
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
一
九
一
一

（
明
治
四
四
）
年
の
「
農
工
銀
行
法
」
の
改
正
で
貸
付
目
的
制

限
が
撤
廃
さ
れ
、
都
市
所
在
農
銀
を
中
心
に
不
動
産
銀
行
化
が

ベ
ー
ス
収
録
）
等
を
用
い
て
、
前
掲
植
田
（
二
〇
一
一
）
の
分

析
対
象
と
し
た
前
の
時
期
に
あ
た
る
設
立
か
ら
第
一
次
世
界
大

戦
前
、
具
体
的
に
は
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
一
三
年
の
東
京
農

銀
に
つ
い
て
、
多
摩
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
な
が
ら
み
る
こ
と

に
し
た
い
。
以
下
で
は
、
一
で
特
殊
銀
行
・
農
工
銀
行
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
し
た
後
で
、
二
で
東
京
農
銀
の
設
立
過
程
を
み

る
。
そ
し
て
、
三
・
四
で
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で

の
約
一
五
年
間
の
東
京
農
銀
の
経
営
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と

に
し
た
い
。一　

特
殊
銀
行
＝
農
工
銀
行
と
は
何
か
？

　

特
殊
銀
行
や
そ
の
一
つ
で
あ
る
農
工
銀
行
は
、
今
日
存
在
し

な
い
の
で
、
説
明
し
て
お
こ
う
（
以
下
の
叙
述
は
、
伊
藤
修
・

齊
藤
直
編
（
二
〇
一
九
）
の
筆
者
の
執
筆
箇
所
に
よ
る
）。
特

殊
銀
行
と
は
、
特
別
な
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
銀
行
で

あ
り
、
長
期
資
金
の
供
給
が
目
的
と
さ
れ
、
資
金
調
達
の
た
め

に
債
券
の
発
行
が
認
め
ら
れ
て
い
た
金
融
機
関
で
あ
る
。
明
治

政
府
は
、
様
々
な
金
融
機
関
を
一
定
の
分
業
体
系
の
中
に
編
成

し
て
い
こ
う
と
す
る
構
想
を
強
く
持
っ
て
お
り
、
松
方
正
義
の

「
財
政
議
」
お
よ
び
「
日
本
銀
行
創
立
ノ
議
」
の
な
か
で
そ
の



68

本
格
的
に
進
展
し
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
の
勧
銀
と
の

任
意
合
併
法
の
制
定
以
降
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
ま
で

四
次
に
わ
た
っ
て
合
併
が
進
展
し
た
（
東
京
農
銀
の
勧
銀
へ
の

合
併
は
、
第
三
次
合
併
）。

二　

東
京
府
農
工
銀
行
の
設
立

　

東
京
府
農
工
銀
行
の
設
立
過
程
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
一 

八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
六
月
八
日
、大
蔵
大
臣
松
方
正
義
は
、

農
銀
を
設
立
す
る
た
め
に
各
府
県
に
「
農
工
銀
行
設
立
事
務
手

続
」
を
内
訓
し
た
。
各
府
県
知
事
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
設
立
委

員
を
選
定
し
た
（
設
立
過
程
に
つ
い
て
は
特
に
注
記
が
な
い
場

合
は
、
前
掲
杉
本
（
一
九
二
四
）
に
よ
る
。
農
工
銀
行
設
立
や

制
度
に
関
し
て
は
早
川
大
介
（
二
〇
一
二
）・（
二
〇
一
八
）
を

参
照
）。

　

一
八
九
七
年
八
月
、
東
京
府
知
事
に
よ
り
農
銀
設
立
委
員
一 

三
名
が
任
命
さ
れ
た
（
表
1
）。
設
立
委
員
は
、
地
域
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
て
各
郡
市
か
ら
選
出
さ
れ
、
多
摩
か
ら
は
、
中

村
半
左
衛
門
・
田
村
半
十
郎
・
西
川
敬
治
の
三
名
が
選
出
さ
れ

た
。
中
村
半
左
衛
門
（
北
多
摩
郡
大
神
村
）
は
、
養
蚕
の
改
良

に
取
り
組
み
、
製
糸
会
社
の
博
信
社
の
経
営
に
も
携
わ
っ
て
お

出所：「第六課文書類別・農商（共63冊ノ内18）農工銀行ニ関スル書類」（東京都公文書館所蔵）

表 1　東京府農工銀行設立委員

氏名 住所 備考
稲田政吉 東京市京橋区 書籍商
橋本省吾 南葛飾郡瑞穂村 農業
西川敬治 東京市日本橋区 八王子第七十八銀行頭取
豊田周作 荏原郡玉川村 農業
富岡彦太郎 南足立郡千住町 千住町長・東京府会議員
田村半十郎 西多摩郡福生村 青梅鉄道取締役
中村半左衛門 北多摩郡大神村 大神村外八ヶ村村長
松田秀雄 東京市神田区 東京府名誉職市参事会員
鈴木米太郎 東京市深川区 米商
寺田祐之 東京市芝区 東京府書記官
相澤喜兵衛 豊多摩郡杉並村 農業・東京府会議員
佐藤茂兵衛 北豊島郡南千住町 南千住町長
佐久間貞一 東京市牛込区 大日本図書専務取締役・東京市会議員

表１　東京府農工銀行設立委員

出所：「第六課文書類別・農商（共６３冊ノ内１８）農工銀行ニ関スル書類」（東京都公
文書館所蔵）
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り
、
後
に
多
摩
農
業
銀
行
の
経
営
に
関
与
す
る
。
田
村
半
十
郎

（
西
多
摩
郡
福
生
村
）
は
、
酒
造
業
を
営
み
、
青
梅
銀
行
監
査

役
な
ど
を
つ
と
め
て
い
た
。
ま
た
、
西
川
敬
治
（
住
所
は
東
京

市
日
本
橋
区
だ
が
、
本
籍
は
南
多
摩
郡
八
王
子
町
）
は
、
人
縞

反
物
の
仲
買
商
で
八
王
子
屈
指
の
豪
商
で
あ
り
、
八
王
子
第

七
十
八
銀
行
の
頭
取
を
つ
と
め
て
い
た（
設
立
委
員
の
経
歴
は
、

早
川
（
二
〇
二
二
）、『
人
事
興
信
録
（
二
版
）』、
な
お
中
村
半

左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
小
島
庸
平
（
二
〇
二
一
）
を
参
照
）。

九
月
二
日
に
設
立
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
設
立
に
向
け
て
審
議

が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
定
款
が
作
成
さ
れ
、
資
本
金
は
三 

五
万
円
に
決
定
さ
れ
た
。「
農
工
銀
行
法
」
第
一
条
で
は
、
農

工
銀
行
の
資
本
金
は
二
〇
万
円
以
上
と
さ
れ
て
い
た
。
愛
知
県

の
尾
三
農
工
銀
行
の
一
五
〇
万
円
、
新
潟
県
農
工
銀
行
の
一
〇 

〇
万
円
と
比
べ
て
ご
く
少
額
で
あ
っ
た
の
は
、「
東
京
府
は
他

県
に
比
し
農
耕
地
が
少
な
い
」
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
。

　
「
農
工
銀
行
法
」
で
株
式
の
額
面
は
二
〇
円
と
さ
れ
て
い
た

の
で
、
株
式
は
一
万
七
五
〇
〇
株
に
分
割
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

「
農
工
銀
行
補
助
法
」
に
基
づ
い
て
東
京
府
が
府
知
事
名
義
で

四
〇
〇
〇
株
（
八
万
円
分
）
を
引
き
受
け
、
残
り
一
万
三
五
〇 

〇
株
（
二
七
万
円
分
）
を
一
般
募
集
と
し
た
。
大
蔵
大
臣
の
認

可
を
経
て
株
式
募
集
に
着
手
し
、東
京
府
知
事
か
ら
郡
区
長
へ
、

さ
ら
に
は
町
村
長
へ
と
株
式
募
集
の
慫し

よ
う 

慂よ
う

が
行
わ
れ
た
。
個
人

購
入
に
加
え
市
町
村
の
基
本
財
産
を
利
用
し
た
株
式
投
資
も
行

わ
れ
、
一
万
三
五
〇
〇
株
に
対
し
そ
れ
を
大
幅
に
上
回
る
五
万 

九
〇
〇
〇
株
の
応
募
が
あ
り
、
応
募
数
に
応
じ
て
按
分
さ
れ
、

株
式
募
集
は
無
事
完
了
し
た
。

　

応
募
終
了
後
の
一
八
九
七
年
一
二
月
時
点
の
株
主
の
顔
ぶ
れ

を
み
よ
う
（
表
2
）。
東
京
府
（
四
〇
〇
〇
株
）
に
次
ぐ
株
主

は
五
九
八
株
を
引
受
け
た
東
京
市
で
あ
っ
た
（
名
義
は
東
京
市

参
事
会
）。
個
人
で
は
、
南
葛
飾
郡
奥
戸
村
の
関
根
保
太
郎
が

筆
頭
で
あ
り
、
設
立
委
員
の
田
村
半
十
郎
が
こ
れ
に
次
い
だ
。

東
京
市
内
の
株
主
も
散
見
さ
れ
る
が
、
郡
部
、
特
に
西
多
摩
郡

の
個
人
株
主
の
存
在
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き

る
。
公
共
団
体
株
主
で
は
、
大
久
野
村
・
福
生
村
・
戸
倉
村
・

三
田
村
な
ど
西
多
摩
郡
の
町
村
が
目
立
っ
て
お
り
、
基
本
財
産

の
運
用
の
た
め
に
農
銀
株
へ
の
投
資
が
行
わ
れ
た
。
多
摩
で
の

東
京
農
銀
へ
の
期
待
を
反
映
し
、
設
立
委
員
が
自
ら
多
額
の
株

式
を
引
き
受
け
、
さ
ら
に
は
近
隣
町
村
へ
の
株
式
投
資
の
働
き

か
け
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
、
一
二
月
二
四
日
、
創
立
総
会
が
開
か
れ
、
役
員
、
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出所：「東京府農工銀行ニ関スル書類」（東京都公文書館蔵）
注：●設立委員・▲公共団体。
備考は『武蔵国三多摩郡公民必携名家鑑』、『日本紳士録』各版等による。

表 2　東京府農工銀行60株以上株主（1897年12月）

氏名 住所 株数 備考
▲東京府 4000
▲東京市 598
関根保太郎 南葛飾郡奥戸村 526 農

●田村半十郎 西多摩郡福生村 286 酒造業・青梅鉄道取締役
四屋章之 東京市牛込区 183 日本吉佐移民会社理事

●西川敬治 南多摩郡八王子町 137 八王子第七十八銀行頭取
▲西多摩郡大久野村 137 村長三澤三郎

清水順之助 西多摩郡三田村 137
斎藤愛之助 西多摩郡三田村 128
小澤太平 西多摩郡三田村 125 酒造業・青梅銀行頭取・青梅鉄道取締役
森田退蔵 西多摩郡熊川村 115
大西松次郎 南葛飾郡小松川村 115 農
●稲田政吉 東京市京橋区 115 書籍商
安藤卓爾 東京市京橋区 114 医師
田島増太郎 東京市本郷区 114

▲西多摩郡福生村 103 村長森田退蔵
●豊田周作 荏原郡玉川村 102 農
宮本頼三 東京市神田区 102 雑商

●佐久間貞一 東京市牛込区 100 大日本図書専務取締役・東京市会議員
山内兼太郎 南葛飾郡奧戸村 91 農・奥戸村長
●橋本省吾 南葛飾郡瑞穂村 79 農

▲西多摩郡三田村 69 村長板倉正養
▲西多摩郡戸倉村 69 村長黒山太郎吉

伊藤彦三郎 北多摩郡宮澤村 69 農
稲葉銀次郎 東京市本所区 69 材木商

●中村半左衛門 北多摩郡大神村 69 大神村他八ケ村村長
木村正辭 東京市下谷区 69 東京学士会院会員

●相澤喜兵衛 豊多摩郡杉並村 68
●松田秀雄 東京市神田区 68 東京府名誉職市参事会員
田島倉蔵 南葛飾郡一ノ江村 68

石川彌八郎 西多摩郡熊川村 68 酒造業・青梅鉄道監査役
秋山芳太郎 南葛飾郡砂村 68 農

▲西多摩郡五日市町 68 町長馬場勘左衛門
山崎四郎兵衛 南葛飾郡寺島村 64 農

表２　東京府農工銀行60株以上株主（1897年12月 ）

出所：「東京府農工銀行ニ関スル書類」（東京都公文書館蔵）
注：●設立委員・▲公共団体。
備考は『武蔵国三多摩郡公民必携名家鑑』、『日本紳士録』各版等による。
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が
選
出
さ
れ
た
（
表
3
）。
頭
取
に
は
松
田
秀
雄
が
就
任
し
多

摩
か
ら
は
取
締
役
に
土
方
篠
三
郎
、
監
査
役
に
西
川
敬
治
が
選

出
さ
れ
た
。
実
務
を
取
り
ま
と
め
る
支
配
役
に
は
、
中
山
佐
市

が
就
任
し
た
。
中
山
は
、
一
八
六
八
（
元
治
元
）
年
に
千
葉
県

で
生
ま
れ
、
東
京
法
学
院
（
後
の
中
央
大
学
）
を
卒
業
し
、
大

蔵
省
銀
行
課
・
鉄
道
会
議
書
記
長
を
経
て
、
田
尻
稲
次
郎
の
推

薦
で
東
京
農
銀
に
招
聘
さ
れ
た
（
五
十
嵐
重
郎
編
（
一
九
〇 

九
））。
こ
う
し
て
、
東
京
農
銀
は
、
一
二
月
二
八
日
に
大
蔵
大

臣
よ
り
営
業
免
許
が
交
付
さ
れ
、
年
が
明
け
て
一
八
九
八
年
二

月
二
一
日
、
東
京
市
麹
町
区
有
楽
町
の
東
京
府
庁
の
敷
地
内
で

開
業
し
た
。三　

東
京
府
農
工
銀
行
の
初
期
の
経
営

　

東
京
府
農
工
銀
行
の
主
要
勘
定
を
み
よ
う
（
表
4
）。
農
工

銀
行
の
資
金
調
達
・
資
金
運
用
に
関
し
て
は
、「
農
工
銀
行
法
」

で
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
（
以
下
、

カ
ッ
コ
内
は
「
農
工
銀
行
法
」
の
条
番
号
）。
資
金
調
達
は
、

①
払
込
資
本
金
に
加
え
、
②
定
期
預
金
（
第
二
二
条
）、
そ
し

て
③
農
工
債
券
（
第
二
六
条
）（
限
度
額
は
、
払
込
資
本
金
1

／
4
以
上
の
払
込
が
あ
っ
た
場
合
、
払
込
金
額
の
五
倍
）
で
あ

っ
た
。
ま
た
資
金
運
用
の
う
ち
、
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、（
1
）

年
賦
償
還
貸
付
、（
2
）
定
期
償
還
貸
付
（（
1
）
の
1
／
5
が

限
度
）、（
3
）
市
町
村
等
の
公
共
団
体
に
対
す
る
無
抵
当
貸
付
、

（
4
）
二
〇
名
以
上
の
工
業
者
・
農
業
者
（
連
帯
責
任
）
へ
の

貸
付
の
四
種
で
あ
っ
た
（
第
六
条
）。
そ
し
て
貸
付
目
的
に
つ

い
て
は
、
①
開
墾
、
排
水
、
灌
漑
及
耕
地
土
地
の
改
良
、
②
耕

作
道
路
の
築
造
又
は
改
良
、
③
殖
林
事
業
、
④
種
苗
、
肥
料
そ

の
他
農
工
業
用
原
料
の
購
入
、
⑤
農
工
業
用
の
器
具
、
機
械
、

舟
車
、
獣
畜
の
購
入
、
⑥
農
工
業
用
建
物
の
築
造
又
は
改
良
、

⑦
前
各
項
の
他
の
農
工
業
の
改
良
、
と
い
っ
た
農
工
業
の
長
期

出所：東京農工銀行「営業年度報告書」、商業興信
所『日本全国諸会社役員録』各回
注：太字は多摩選出の役員。

表 3　東京府農工銀行役員
氏名 住所 1898年 1906年 1913年

松田秀雄 東京市神田区 頭取
相澤喜兵衛 豊多摩郡杉並村 取締役
稲田政吉 東京市京橋区 取締役
土方篠三郎 南多摩郡七生村 取締役
橋本省吾 南葛飾郡瑞穂村 取締役 頭取
西川敬治 南多摩郡八王子町 監査役 取締役
関根保太郎 南葛飾郡奥戸村 監査役
佐久間貞一 東京市牛込区 監査役
中島行孝 東京市牛込区 取締役 取締役
加藤佐兵衛 東京市神田区 取締役 取締役
森田退蔵 西多摩郡熊川村 監査役 取締役
吉田良吉 南足立郡綾瀬村 監査役
瀬沼伊兵衛 西多摩郡東秋留村 監査役
中山佐市 東京市麻布区 支配役 支配役 頭取
小島重兵衛 南葛飾郡寺島村 監査役
吉田金太郎 北豊島郡南千住町 監査役
秋本喜七 北多摩郡武蔵野村 監査役
森豊之助 東京市芝区 支配役

表３　東京府農工銀行役員

出所：東京農工銀行「営業年度報告書」、商業興信所『日本全国諸会
社役員録』各回
注：太字は多摩選出の役員。
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資
金
に
限
定
さ
れ
て
い
た
（
第
七
条
）。
そ
し
て
営
業
上
の
余

裕
金
が
あ
る
時
は
（
1
）
有
価
証
券
（
各
種
の
国
債
証
券
地
方

債
証
券
及
勧
業
債
券
）
の
買
入
れ
、（
2
）
他
銀
行
へ
の
預
ケ

金
（
農
銀
が
他
の
銀
行
に
預
金
を
す
る
こ
と
）
が
認
め
ら
れ
て

い
た
（
第
二
三
条
）。

　

東
京
農
銀
で
は
、設
立
当
初
農
工
債
券
を
発
行
し
て
お
ら
ず
、

資
本
金
と
定
期
預
金
が
資
金
源
泉
で
あ
っ
た
。
設
立
後
の
一
九 

〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
末
の
大
株
主
を
み
よ
う
（
表
5
）。
顔

ぶ
れ
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
田
村
と
西
川
の
持
株
数
が
増

加
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
資
本
金
は
一
九
〇
二
年
に
払
込
が
完

了
し
、預
金
も
堅
調
に
増
加
し
同
年
に
は
資
本
金
を
上
回
っ
た
。

資
金
運
用
の
う
ち
貸
付
金
は
、
概
ね
資
本
金
の
範
囲
に
収
ま
っ

て
い
た
。
初
期
の
貸
付
金
の
内
訳
を
み
よ
う
（
表
6
）。
一
九 

〇
〇
年
末
の
貸
付
金
（
年
賦
・
定
期
貸
付
の
合
計
）
の
う
ち
六

割
程
度
は
多
摩
地
域
で
、
東
京
市
と
隣
接
五
郡
あ
わ
せ
て
四
割

弱
で
あ
っ
た
。
詳
細
な
内
訳
は
不
明
で
あ
る
が
、
業
種
別
で
み

る
と
農
業
と
工
業
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
た
。
多
摩
の
一
件
あ
た

り
の
貸
付
金
額
は
、
圧
倒
的
に
少
額
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
九

年
一
月
一
〇
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

出所：東京府農工銀行「営業年度報告書」、『銀行会社要録』各版、決算広告各期
注：※上期の人数。

	 表 4 　東京府農工銀行主要勘定	 単位：円

払込資本金
1898年 350,000 87,500 515 - 40,948 55,855 - 69,067 3,000 1,119
1899年 350,000 175,000 4,000 - 66,438 169,885 - 78,103 2,940 1,000
1900年 350,000 262,500 18,000 - 390,322 271,306 - 409,640 2,694 926
1901年 350,000 350,000 58,000 - 357,671 310,840 - 446,183 24,826 889
1902年 350,000 350,000 88,000 - 493,196 377,480 - 554,789 14,409 850
1903年 500,000 387,500 151,000 - 810,147 519,250 - 825,374 22,950 832
1904年 500,000 425,000 177,000 - 810,390 538,697 - 888,380 1,740 806
1905年 500,000 462,405 205,000 - 1,060,158 591,442 - 1,159,325 5,064 785
1906年 500,000 499,960 240,000 - 1,082,764 720,835 - 1,136,440 0 764
1907年 1,000,000 625,000 401,000 - 1,070,236 824,435 - 1,315,503 0 771
1908年 1,000,000 750,000 437,000 - 830,617 867,425 - 1,185,912 0 825
1909年 1,000,000 875,000 451,500 - 1,059,803 835,262 1,464,224 1,161,056 411,328 821
1910年 1,000,000 1,000,000 507,000 50,000 1,392,789 1,367,774 3,976,746 1,446,768 609,178 808※
1911年 1,000,000 1,000,000 560,000 2,830,000 1,044,432 3,335,948 6,727,940 1,740,867 240,597 784
1912年 2,000,000 1,500,000 890,000 5,330,000 1,431,803 6,667,868 7,523,079 2,495,888 50,778 ？
1913年 2,000,000 2,000,000 968,000 6,921,000 698,365 7,901,268 8,306,695 2,625,845 49,140 947

注：※上期の人数。
出所：東京府農工銀行「営業年度報告書」、『銀行会社要録』各版、決算広告各期

株主数

単位：円

公称資本金 積立金 農工債券 諸預金

資金源泉
年末

資金運用

貸付金 代理貸付 預ケ金 有価証券

表４　東京府農工銀行主要勘定

500,000
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出所：東京府農工銀行「第6期営業年度報告書」
注：●東京農銀役員・▲公共団体。備考は『日本全国諸会社役員録』、
『日本紳士録』各版等による。

表 5　東京府農工銀行100株以上株主（1900年末）
氏名 住所 株数 備考

▲東京府知事 4,000
▲東京市参事会 598

関根保太郎 南葛飾郡奥戸村 500
農業・葛飾銀行取締役・日本人造肥料監査
役

田村半十郎 西多摩郡福生村 416
酒造業・青梅鉄道取締役・甲武鉄道取締
役・青梅銀行監査役

●西川敬治 南多摩郡八王子町 250
東京府農工銀行取締役・八王子第七十八銀
行頭取・八十九銀行監査役・甲武鉄道監査
役

小澤太平 西多摩郡三田村 161 酒造業・氷川銀行取締役・羽村銀行監査役
▲西多摩郡大久野村 137

小澤芳重 西多摩郡三田村 125 青梅銀行頭取・青梅鉄道取締役
森田退蔵 西多摩郡熊川村 115 福生他十ヶ村村長
田島増太郎 南葛飾郡奥戸村 114 東京日本橋銀行常務取締役
斎藤愛之助 西多摩郡三田村 106

宮部久 東京市下谷区 105
東京製絨社長・日本メリヤス監査役・内外
商品競売監査役

井上隆治 東京市浅草区 104 利根運河監査役

●中島行孝 東京市牛込区 104
東京府農工銀行取締役・上毛馬車鉄道社
長・日本石材・日本麦酒監査役

▲西多摩郡福生村 103
大西松次郎 南葛飾郡小松川村 100 農業
佐久間鋼三郎 東京市牛込区 100 東洋移民合資会社業務担当社員

注：●東京農銀役員・▲公共団体。備考は『日本全国諸会社役員録』、『日本紳士録』各版等による。
出所：東京府農工銀行「第6期営業年度報告書」

株式数
株主数

表５　東京府農工銀行100株以上株主（1900年末）

17,500
1,000

三
多
摩
郡
に
貸
付
た
る
口
数
金
額
の
割
合
に
多
き
は
同
地
方
の
営
業
区
域
中
養
蚕
機
業
最

も
盛
に
し
て
資
金
の
需
要
頗
る
多
き
の
み
な
ら
ず
其
中
央
市
場
と
も
云
ふ
べ
き
八
王
子
町

の
前
々
年
の
火
災
に
引
続
き
織
物
仲
買
商
破
産
の
結
果
機
業
家
の
困
憊
甚
し
き
よ
り
之
れ

を
救
済
す
る
と
同
時
に
大
に
養
蚕
機
業
を
改
良
発
達
せ
し
む
る
が
為
め
に
し
て
其
他
の
各

郡
は
重
に
耕
作
に
従
事
し
農
業
大
い
に
盛
な
れ
ど
も
市
に
接
近
し
居
る
を
以
て
作
物
は
直

ち
に
市
内
に
運
搬
販
売
す
る
を
得
随
て
資
金
需
要
と
し
て
は
肥
料
の
購
入
土
質
の
改
良
等

に
過
ぎ
ず
殖
林
及
び
開
墾
事
業
稀
に
見
る
所
な
り
（「
東
京
府
農
工
銀
行
営
業
概
況
」）

出所：東京府農工銀行「営業年度報告書」各期

表 6　東京府農工銀行貸付金地域別・借主別内訳

口数 金額 割合 口数 金額 割合 口数 金額 割合 口数 金額 割合
東京市 46 57,672 21.3% 53 90,002 16.7% 82 470,397 55.1% 194 1,422,928 71.9%
荏原郡 7 8,790 3.2% 22 32,200 6.0% 14 39,425 4.6% 29 97,655 4.9%
豊多摩郡 6 10,170 3.7% 30 19,803 3.7% 28 41,567 4.9% 38 32,449 1.6%
北豊島郡 3 6,734 2.5% 46 31,800 5.9% 42 36,287 4.3% 67 86,041 4.3%
南足立郡 ー ー ー 3 6,293 1.2% 7 3,831 0.4% 60 33,642 1.7%
南葛飾郡 4 16,792 6.2% 34 57,762 10.7% 37 46,568 5.5% 86 84,221 4.3%
小計 20 42,486 15.7% 135 147,858 27.4% 128 167,678 19.7% 280 334,008 16.9%

西多摩郡 127 53,305 19.6% 312 74,825 13.9% 300 53,205 6.2% 320 70,839 3.6%
南多摩郡 89 38,219 14.1% 348 125,329 23.3% 341 93,989 11.0% 312 83,828 4.2%
北多摩郡 104 79,620 29.3% 256 98,005 18.2% 240 50,338 5.9% 190 67,990 3.4%
小計 320 171,144 63.1% 320 298,159 55.3% 321 197,532 23.2% 822 222,657 11.2%
大島 ー ー ー 1 2,673 0.5% 1 546 0.1% ー ー ー

386 271,306 100.0% 1,105 538,697 100.0% 1,092 853,262 100.0% 1,296 1,979,597 100.0%
農業者 236 119,538 44.1% 786 299,953 55.7% 814 304,066 35.6% 943 793,189 40.1%
工業者 140 125,867 46.4% 303 207,793 38.6% 276 527,495 61.8% 351 1,181,708 59.7%
公共団体 ー ー ー 1 2,200 0.4% ー ー ー ー ー ー
20人連帯 10 25,900 9.5% 15 28,750 5.3% 2 3,700 0.4% 2 4,700 0.2%

地域別

借主別

合計

出所：東京府農工銀行「営業年度報告書」各期

表６　東京府農工銀行貸付金地域別・借主別内訳
1900年末 1904年末 1909年末 1911年上期末
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か
ら
一
九
〇
三
年
末
に
は
八
三
二
人
に
減
少
し
、
株
主
の
集
中

が
進
展
し
た
（
前
掲
表
4
）。
前
掲
表
2
と
比
べ
る
と
、
大
株

主
の
多
く
が
増
資
の
際
に
株
式
の
引
き
受
け
に
応
じ
て
い
る
。

西
川
敬
治
・
田
村
半
十
郎
の
持
株
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
西
川

が
個
人
で
は
最
大
の
株
主
と
な
っ
て
い
る
。

　

続
い
て
一
九
〇
七
年
に
は
、
五
〇
万
円
か
ら
一
〇
〇
万
円
へ

と
倍
額
の
増
資
を
行
っ
た
。
資
料
の
制
約
か
ら
一
九
〇
八
年
末

の
株
主
を
み
よ
う
（
表
8
）。
関
根
保
太
郎
の
名
前
が
消
え
、

西
川
の
持
株
数
が
さ
ら
に
増
加
し
た
。
関
根
は
、
株
式
を
全
額

手
放
し
て
い
た
。
自
身
の
関
係
し
た
葛
飾
銀
行
の
休
業
（
一
九 

〇
八
年
二
月
）
と
そ
の
破
綻
処
理
が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る

（「
葛
飾
銀
行
休
業
後
報
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
二

月
一
九
日
）。
ま
た
、
東
京
農
銀
営
業
部
長
（
後
に
取
締
役
）

の
伊
東
鐐
之
助
が
大
株
主
に
登
場
し
て
い
る
。
伊
東
は
、
一
八 

七
〇
年
生
ま
れ
で
東
京
府
庁
に
給
仕
と
し
て
入
り
、
初
代
頭
取

の
松
田
秀
雄
の
推
薦
も
あ
っ
て
東
京
農
銀
の
設
立
時
に
移
籍
を

し
、営
業
部
長
を
つ
と
め
て
い
た（
光
永
真
三
編（
一
九
〇
八
））。

　

一
九
一
〇
年
、
東
京
農
銀
は
、
第
一
回
の
農
工
債
券
（
五
〇 

万
円
）
の
発
行
に
踏
み
切
っ
た
。
債
券
の
市
中
消
化
も
首
尾
よ

く
行
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
後
も
連
続
し
て
発
行
し
た
。
前
述
の

　

貸
付
金
は
、当
初
は
二
〇
〜
三
〇
万
円
台
で
あ
っ
た
。
一
方
、

余
裕
金
運
用
の
預
ケ
金
は
、貸
付
金
を
上
回
る
金
額
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
一
年
末
の
財
産
目
録
に
よ
れ
ば
、
預
ケ
先
は
八
王
子
第

七
十
八
銀
行
東
京
支
店
ほ
か
九
行
の
計
一
〇
行
で
あ
っ
た
。
八

王
子
第
七
十
八
銀
行
は
、
東
京
農
銀
大
株
主
で
役
員
の
西
川
敬

治
が
頭
取
を
つ
と
め
る
銀
行
で
あ
り
、
役
員
や
株
主
の
関
係
す

る
銀
行
が
預
ケ
先
と
し
て
選
ば
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
ま

た
、有
価
証
券
は
ご
く
少
額
で
あ
っ
た
（
東
京
府
農
工
銀
行
『
第

八
期
営
業
年
度
報
告
書
』）。

四　

東
京
府
農
工
銀
行
の
発
展

　

東
京
府
農
工
銀
行
は
、
三
五
万
円
と
い
う
少
額
の
資
本
金
で

出
発
し
た
が
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
、
一
九
〇
七
年
、

一
九
一
二
年
に
相
次
い
で
増
資
を
行
い
、
一
九
一
二
年
に
資
本

金
は
二
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
間
に
は
、
一
九
一
〇

年
よ
り
農
工
債
券
の
発
行
を
開
始
し
、
東
京
農
銀
の
運
用
可
能

な
資
金
量
は
飛
躍
的
に
増
加
し
た
（
前
掲
表
4
）。

　

増
資
に
伴
う
株
主
構
成
の
変
化
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
一 

九
〇
三
年
に
は
、
三
五
万
か
ら
五
〇
万
円
へ
一
五
万
円
の
増
資

を
行
っ
た
（
表
7
）。
株
主
数
は
一
九
〇
〇
年
末
の
九
二
六
人
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よ
う
に
農
工
債
券
の
発
行
額
は
、
資
本
金
の
五
倍
で
あ
っ
た
か

ら
、
増
資
す
れ
ば
発
行
限
度
額
も
増
大
す
る
。
そ
こ
で
、
一
九 

一
二
年
に
は
、さ
ら
に
倍
額
の
一
〇
〇
万
円
の
増
資
を
行
っ
た
。

増
資
直
後
の
一
九
一
二
年
末
に
は
伊
東
鐐
之
助
（
東
京
農
銀
取

締
役
）
が
五
六
〇
六
株
で
東
京
府
・
東
京
市
を
凌
い
で
筆
頭
株

主
と
な
っ
て
い
る
（『
銀
行
会
社
要
録　

一
七
版
』）。

　

こ
の
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
翌
一
九
一
三

年
末
の
株
主
を
み
よ
う
（
表
9
）。
目
を
ひ
く
の
が
、
農
工
貯

蓄
銀
行
（
以
下
、
農
工
貯
蓄
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）
の
圧

倒
的
な
存
在
で
あ
る
。
東
京
農
銀
役
員
陣
は
、
一
九
〇
六
年
八

月
、
醤
油
醸
造
業
（
ヤ
マ
サ
醤
油
）
の
濱
口
儀
兵
衛
が
頭
取
を

つ
と
め
て
い
た
家
満
佐
貯
蓄
銀
行
（
資
本
金
三
万
円
、
東
京
市

日
本
橋
区
）
を
買
収
し
て
「
農
工
貯
蓄
銀
行
」
と
改
称
し
た
（
資

本
金
は
二
〇
万
円
に
増
資
）。
一
九
〇
七
年
末
の
株
式
数
は
四 

〇
〇
〇
株
、
株
主
数
は
一
五
名
で
あ
っ
た
。
上
位
株
主
は
、
中

島
行
孝
（
八
七
五
株
）、
中
山
佐
市
（
六
三
二
株
）、
吉
田
良
吉

（
五
八
三
株
）、
森
田
退
蔵
（
五
八
三
株
）
で
あ
り
東
京
農
銀
役

員
で
固
め
ら
れ
て
い
た
（
東
京
興
信
所
『
銀
行
会
社
要
録　

一
二
版
』）。
東
京
農
銀
の
関
連
会
社
で
あ
り
、
店
舗
も
東
京
農

銀
内
に
置
か
れ
、
当
時
本
店
の
み
の
営
業
だ
っ
た
東
京
農
銀
と

出所：東京府農工銀行「第12期営業年度報告書」
注：表 5と同じ。

表 7　東京府農工銀行大株主（1150株以上）（1903年末）
氏名 住所 株数 備考
東京府 4,000

●西川敬治 南多摩郡八王子町 1,034 東京府農工銀行取締役・八王子第七十八銀行頭取・甲武鉄道監査役
▲東京市 927
関根保太郎 南葛飾郡奥戸村 775 農業・日本人造肥料取締役・葛飾銀行取締役
田村半十郎 西多摩郡福生村 620 酒造業・青梅鉄道取締役・青梅銀行・多摩農業銀行・羽村銀行監査役
●伊東鐐之助 東京市牛込区 388 東京府農工銀行営業部長
島田富十郎 西多摩郡西多摩村 277 農業
小澤太平 西多摩郡三田村 250 酒造業・氷川銀行取締役・羽村銀行監査役
●中島行孝 東京市牛込区 226 東京府農工銀行取締役

▲西多摩郡大久野村 212
●橋本省吾 南葛飾郡瑞穂村 212 東京府農工銀行頭取
●加藤佐兵衛 東京市神田区 210 東京府農工銀行取締役
●岩崎宗吉 東京市浅草区 200 東京府農工銀行取締役
小澤芳重 西多摩郡三田村 194 青梅銀行頭取・青梅鉄道取締役
今井喜八 東京市浅草区 161 浅草銀行頭取・隅田川汽船会長・日本酒精製造監査役

▲西多摩郡福生村 160
大西松次郎 南葛飾郡小松川村 155 農業
●吉田良吉 南足立郡綾瀬村 155 東京府農工銀行監査役
斎藤榮治 西多摩郡三田村 155
●谷岡慶治 荏原郡駒沢村 154 東京府農工銀行監査役

出所：東京府農工銀行「第12期営業年度報告書」
注：表5と同じ。

株式数
株主数

表７　東京府農工銀行大株主（150株以上）（1903年末）

22,500
832



76

は
異
な
り
、
深
川
・
神
田
な
ど
市
内
に
複
数
の
支
店

を
置
い
た
（
図
1
）。
伊
東
は
、
一
九
一
三
年
一
一

月
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
伊
東
の
死
後
に
所
有
株
式

の
大
半
を
農
工
貯
蓄
に
譲
渡
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
三
年
一
一
月
一
七
日
）。

ま
た
、
長
ら
く
大
株
主
だ
っ
た
西
川
敬
治
は
、
八
王

子
第
七
十
八
銀
行
の
破
綻
処
理
も
あ
っ
て
か
株
式
を

手
放
し
、
孫
の
正
治
・
保
治
が
大
株
主
と
な
っ
て
い

る
（
八
王
子
市
史
編
集
委
員
会
（
二
〇
一
六
））。

出所：東京府農工銀行「第22期営業年度報告書」
注：表 5と同じ。

表 8　東京府農工銀行大株主（300株以上）（1908年末）
氏名 住所 株数 備考

▲東京府 4,000
●西川敬治 南多摩郡八王子町 2,353 東京府農工銀行・農工貯蓄銀行取締役
▲東京市 2,039

●伊東鐐之助 東京市牛込区 1,687 東京府農工銀行営業部長
田村半十郎 西多摩郡福生村 1,364 酒造業・青梅鉄道取締役
●森久保作蔵 南多摩郡七生村 634 東京府農工銀行取締役・衆議院議員・東京市参事会員
●中島行孝 東京市牛込区 629 前橋馬車鉄道社長・東京府農工銀行・農工貯蓄銀行頭取・東京株式取引所理事
島田富十郎 西多摩郡西多摩村 585 五日市貯蓄銀行監査役
小澤太平 西多摩郡三田村 550 酒造業・氷川銀行取締役・羽村銀行監査役
吉田金太郎 北豊島郡南千住町 541 東京府農工銀行監査役・千住木工所代表社員・東京農商銀行取締役
森田退蔵 西多摩郡熊川村 488 東京府農工銀行取締役

▲西多摩郡大久野村 466
今井喜八 東京市浅草区 464 質商・豊国銀行取締役・千住吾妻汽船監査役
小澤芳重 西多摩郡三田村 459 青梅鉄道取締役
加藤佐兵衛 東京市神田区 458 東京府農工銀行取締役・萬世銀行常務取締役

▲南葛飾郡瑞穂村 430
吉岡栄蔵 西多摩郡石畑村 402 狭山商業銀行取締役
鈴木源太郎 東京市本所区 387 質商
大西松次郎 南葛飾郡小松川村 386 農業

▲西多摩郡福生村 352
▲西多摩郡三田村 352

吉田良吉 南足立郡綾瀬村 341 千住銀行頭取・農工貯蓄銀行取締役・東京織物取締役
佐藤茂兵衛 北豊島郡南千住町 325 南千住町長・東京農商銀行頭取

▲荏原郡玉川村 308
磯村久兵衛 東京市神田区 306 質商・昌平銀行監査役
冠よし 東京市下谷区 302 質商

825
50,000

注：表5と同じ。

表８　東京府農工銀行大株主（300株以上）（1908年末）

株式数
株主数

出所：東京府農工銀行「第22期営業年度報告書」

出所：『東京朝日新聞』1909年 5 月11日

図 1図1

出所：『東京朝日新聞』1909年5月11日
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小
川
功
（
二
〇
二
一
）
は
、
農
工
貯
蓄

を
東
京
農
銀
の
「
規
制
外
の
〝
ノ
ン
バ
ン

ク
的
〟
機
関
銀
行
」
と
評
し
て
い
る
。
当

時
、「
農
工
銀
行
法
」
の
制
約
下
に
あ
る

農
銀
に
比
べ
、
貯
蓄
銀
行
の
規
制
は
ず
っ

と
緩
か
っ
た
。
中
山
佐
市
ら
は
、
東
京
農

銀
の
資
金
を
農
工
貯
蓄
へ
転
貸
し
て
運
用

し
た
り
（
東
京
農
銀
の
預
ケ
金
が
そ
の
経

路
）、
自
分
達
の
支
配
す
る
農
工
貯
蓄
に

東
京
農
銀
の
株
式
を
所
有
さ
せ
る
こ
と

で
、
東
京
農
銀
を
安
定
的
に
支
配
し
よ
う

と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
資
金
の
充
実
を
受
け
て
資
金

運
用
の
あ
り
方
も
変
化
し
た
。貸
付
金
は
、

一
九
一
〇
年
に
は
一
〇
〇
万
円
を
超
え
、

そ
の
後
一
九
一
三
年
に
は
七
九
〇
万
円
に

到
達
し
た
（
前
掲
表
4
）。
ま
た
、
余
裕

金
運
用
の
預
ケ
金
も
二
〇
〇
万
円
を
超
え
、

所
有
有
価
証
券
も
増
加
し
た
（
一
九
一
三

年
末
は
全
額
国
債（
甲
号
五
分
利
公
債
））。

出所：東京府農工銀行「第32期営業年度報告書」
注：表 5と同じ。

表 9　東京府農工銀行大株主（700株以上）（1913年末）

氏名 住所 株数 備考
▲東京府 4,000

農工貯蓄銀行 3,776 農工貯蓄銀行取締役森豊之助名義
▲東京市 3,690
西川正治 南多摩郡八王子町 3,203 織物問屋西川商店代表社員
●中山佐市 東京市麻布区 2,974 東京府農工銀行頭取・農工貯蓄銀行取締役
●中島行孝 東京市牛込区 1,258 東京府農工銀行取締役・農工貯蓄銀行頭取
小澤太平 西多摩郡三田村 1,196 酒造業・青梅製氷社長
●森田退蔵 西多摩郡熊川村 1,108 東京府農工銀行取締役・農工貯蓄銀行取締役
津村重舎 東京市日本橋区 1,054
吉田金太郎 北豊島郡南千住町 1,039 東京府農工銀行監査役
田村半十郎 西多摩郡福生村 1,000 酒造業・青梅銀行監査役・青梅鉄道取締役
山田喜助 東京市深川区 1,000 木場銀行取締役

大野利左衛門 東京市神田区 903
大西松次郎 南葛飾郡小松川村 830 農業
鈴木源太郎 東京市本所区 774

▲西多摩郡大久野村 750
千澤専助 東京市下谷区 720 下谷銀行・東洋貯蓄銀行頭取
●森豊之助 東京市芝区 720 農工貯蓄銀行取締役・東京府農工銀行支配人
西川保治 南多摩郡八王子町 714 織物問屋西川商店代表社員

▲西多摩郡三田村 704
長谷川金太郎 東京市神田区 702

100,000
947

注：表5と同じ。

表９　東京府農工銀行大株主（700株以上）（1913年末）

株式数
株主数

出所：東京府農工銀行「第32期営業年度報告書」

日本売薬監査役　

土木建築請負業
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も
の
と
い
え
よ
う
。

　

増
資
の
過
程
で
、
東
京
農
銀
は
、
多
摩
を
中
心
と
し
た
郡
部

の
大
株
主
が
順
に
役
員
と
な
る
経
営
形
態
か
ら
中
山
佐
市
ら
の

言
わ
ば
「
東
京
農
銀
プ
ロ
パ
ー
」
に
よ
る
経
営
へ
と
大
き
く
転

換
し
て
い
っ
た
。
資
力
の
増
大
や
法
改
正
も
あ
り
、
次
第
に
東

京
農
銀
は
、郡
部
か
ら
市
街
地
の
金
融
へ
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
福
生
の
森
田
退
蔵
は
、
一
時
頭
取
を
つ
と
め
る
な

ど
東
京
農
銀
の
中
枢
で
活
動
す
る
。
一
九
二
〇
年
の
戦
後
反
動

恐
慌
時
に
は
農
工
貯
蓄
が
破
綻
す
る
な
ど
、
東
京
農
銀
の
経
営

も
大
き
く
動
揺
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
次
大
戦
期
以
降
の
東

京
農
銀
、
及
び
農
工
貯
蓄
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
検
討
し
た
い
。

　

貸
付
金
の
内
訳
を
み
よ
う
（
前
掲
表
6
）。
一
九
〇
九
年
末
に 

は
、
過
半
が
東
京
市
内
の
貸
付
と
な
り
、
職
業
別
で
も
工
業
者

の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
多
摩
の
貸
付
金
額
自
体
は
二
〇
〇 

万
円
前
後
の
小
口
の
貸
付
で
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
東

京
市
内
の
貸
付
は
一
層
増
加
し
た
。
農
工
債
券
発
行
や
一
九
一 

一
年
に
貸
付
目
的
制
限
が
撤
廃
さ
れ
る
と
さ
ら
に
そ
の
傾
向
に

拍
車
が
か
か
り
、
東
京
農
銀
は
不
動
産
金
融
を
中
心
と
す
る
都

市
農
工
銀
行
に
な
っ
て
い
く
。

お
わ
り
に

　

以
上
、東
京
府
農
工
銀
行
の
設
立
と
初
期
の
経
営
に
つ
い
て
、

多
摩
と
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
、
基
礎
的
な
資
料
か
ら
概
観

し
た
。
初
期
の
東
京
農
銀
に
と
っ
て
、
多
摩
の
資
産
家
や
町
村

の
存
在
が
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
と

り
わ
け
、
西
多
摩
郡
の
田
村
半
十
郎
、
小
澤
太
平
、
森
田
退
蔵

ら
の
役
割
は
大
き
く
、
彼
ら
の
影
響
も
あ
り
西
多
摩
郡
内
の
村 

々
は
、
多
額
の
基
本
財
産
を
東
京
農
銀
株
式
に
投
じ
た
と
思
わ

れ
る
。
東
京
府
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
た
特
殊
銀
行
の
株
式

と
い
う
点
で
安
定
的
な
資
産
で
も
あ
っ
た
が
、
農
業
関
係
の
長

期
資
金
を
供
給
す
る
東
京
農
銀
へ
の
大
き
な
期
待
を
反
映
し
た
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